
 

- 220 - 

研究課題別研究評価 

 

１．研究課題名： ドメイン指向のソフトウェア開発環境 

 

２．研究者名： 千葉 滋 

 

３．研究のねらい： 

現在のソフトウェアは日に日に複雑さを増している。このため最先端の高度なソフトウェアを開発す

るためには、開発者が関連する広範な分野の知識を持っていることが必要となっており、それが開発

の妨げになっている。そこで本研究では、人間の代わりに、プログラミングを部分的に肩代わりしてく

れる汎用システムを開発することをめざした。そのようなシステムを実際に開発するにあたり、最も重

要な研究課題は、プログラミングの「知識」をどのようにシステムに教え込むかであった。本研究では、

この点を中心に研究に取り組んだ。 

 

４．研究結果及び自己評価： 

研究結果： 

本研究の主要な成果は、OpenC++、OpenJava、そして Javassist という実際にプログラミングの肩

代わりをおこなう３つのシステムである。OpenC++ は C++ 言語で、OpenJava と Javassist は Java 

言語でのプログラミングの肩代わりをおこなうシステムである。肩代わりにあたって、OpenC++ は、ソ

ースコードを直接書き換えるが、Javassist は、ソースコードをコンパイルして得られるバイトコードを書

き換える。それぞれのソフトウェアは、インターネットを通じて広く公開され、世界中に多くのユーザを

得ている。また、これらのユーザからのフィードバックにより、システムの機能を改善してきた。肩代わ

りの機能の実用性を示すために、Javassist を使って、分散処理を意識せずに書かれた Java プログ

ラムを、自動的に分散処理をするように書き換えるシステムを開発した。さらに、これらのシステムに

共通する設計アーキテクチャを一般化して示したことも主要な成果である。 

 

自己評価： 

 当初の研究計画は、具体的な分野をいくつか定め、プログラミングの肩代わりを実行するシステム

を作成し、改良を重ねるというものであった。また、それを通じて、肩代わりを実行するシステム一般に

関する設計指針や注意点を得ることも目標であった。前者の目標については、おおむね達成できたも

のと考える。実用に耐えるシステムを試作・配布し、またそのシステムを使って実際にいくつかの肩代

わりをおこなわせてみることができた。後者の点については、様々な知見が得られたが、現時点では

論文ないしは書籍としてまとめるまでに至っていない。したがって後者の目標は十分達成できたとは

いいがたい。しかしながら、これまでに得られた知見をもとに現在新しい研究を始めており、ごく近い

将来に何らかの形で研究発表できるものと考えている。 

 

５．領域総括の見解： 

 現在のソフトウェアは日に日に複雑さをましている。このため、最先端の高度なソフトウェアを開発す

るためには、関連する広範囲な分野の知識が必要であり、これが開発の妨げになっている。こうした
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問題を解決するために、なんらかの形でプログラミングを部分的に肩代わりする機能が提供されてい

るが、機能的に極く限られておりまたコストが高く実用的ではない。千葉滋は、こうした環境を解決す

べく、プログラミングを部分的に肩代わりしてくれる汎用システムを開発して、インターネットを通して広

く公開したことは高く評価できる。 
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